
平成２５年度 地域学校協働活動事例 

平成２５年度優れた「地域による学校支援活動」推進に係る文部科学大臣表彰 

市町村名 北秋田市 

活動名 鷹巣南小学校学校支援地域本部 

関係する学校 鷹巣南小学校 

こんな活動です！ あったかハートの輪を大きく広げよう。学校後援会が支える地域ぐるみの学校支援。 

        

学校田での活動「南っこまち」づくり                  地域の方による郷土芸能の指導 

概

要

・

経
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平成２１年度から学校支援地域本部事業に取り組み５年目を迎える。市の取決めにおいて、３年間は予算措

置を受け、その後は単独実施（国・市・県等補助無し）として継続している。また、補助金を活用せずに事業

を継続するために学校後援会に学校支援地域本部の機能をもたせている。これらにより、これまでの活動を継

続するとともに、学校や地域の特色を際立たせながら、一層発展的な活動を展開している。学校後援会は、学

区内にある５３０余りの全世帯が加入し、物心両面から学校を支援している「地域の応援団」である。                                    

活
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・
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【特徴的な活動内容】 

 「あったかハートの輪を大きく広げよう」をスローガンに、岩手県大船渡市立末崎小学校に、学校田の収穫

米「南っこまち」や募金を贈呈し、手紙や絵本を届ける交流を行っている。職員間の被災地訪問も実施してい

る。毎週月曜日の朝の読み聞かせ会終了後、校長先生を交えて図書館でお茶を飲みながら打合せを実施し、一

週間の支援内容の確認や企画立案、また、地域での子どもたちの様子についての情報交換をして、事業の改善

を進めている。地域の先生による毛筆書写や体育の指導のほか、地域ぐるみの挨拶運動や登下校指導に多くの

地域住民が参加している。 

【実施に当たっての工夫】 

地域コーディネーターと学校との連絡調整は無理がなく、いつでも自然に行われるようになっている。七

日市公民館の事業とタイアップして総合的な学習の時間や社会科の学習を進め、旧跡「元堰」探検、市有形

文化財「長岐邸」見学等のふるさと探検を実施した。七日市公民館との連携により、住民と子どもたちとの

コミュニケーションがうまく図られている。 

効

果

・

成
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地域では、ごく当たり前に学校の教育活動支援が行われている。学校の教職員、並びに子供たちから感謝の

声が地域へ返されている。それが、地域住民の喜びや生きがいになってきている。この事業を通して、鷹巣南

小学校では「地域を学びのフィールドに、一人一人がかがやき自立する学校」を目指して、力強く歩んでいる。

あったかハートの輪を大きく広げてくださる地域の皆様の支援・協力が、鷹巣南小学校の児童を大きく育てて

くださっている。成長し続ける「地域の応援団」活動は更に大きく広がっている。 

 


